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　 全国的に子ども の体力の低下が見ら れます。そこ で、「 幼保の時期での取り 組みが小中学校の子ど

も たちにどう 生かさ れるのか」と 、小中学校での子ども たち の理想と する体力向上の姿に近付けるた

めに、「 幼保の時期にどんな活動が必要なのか」と いう こと を意識し 、テーマを設定しまし た。

３つの基本動作

▽「 体のバランスを取る動き（ 平衡系動作）」

たつ、おきる、まわる、く む、わたる、ぶらさ がる、さ かだちする、のる、うく

▽「 体を移動する動き（ 移動系動作）」

あるく 、はしる、はねる、すべる、と ぶ、のぼる、く ぐる、はう 、およぐ

▽「 用具を操作する動き・ 力試し の動き（ 操作系動作）」

も つ、さ さ える、はこぶ、おす、おさ える、こぐ、つかむ、あてる、とる、

わたす、つむ、ほる、ふる、なげる、う つ、ける、ひく 、たおす、（ まわす）

＜保育園見学から 見えてき た「 遊び」と「 学び」のつながり＞

　 町内の保育園を訪問し たこと で、保育園で子ども たち がどのよう にし て「 遊び」や「 生活」の中か

ら自然と「 体力」を育んでいるのか、その具体的なヒ ント を得まし た。

子ども の主体性が育む「 3 6 + 1 の基本動作」

● 雑巾がけ： 子ども たちは、遊び感覚で雑巾がけをすること で、「 にぎる」「 ひねる」「 おす」「 はう 」

と いった多様な動きを 経験し ます。こ れは、手指や四肢を 使った全身のバランス感覚や筋力を

養う こと につながります。

● 紙飛行機作り： 紙を「 おる」と いう 指先を使う 細かな動作から 、「 なげる」と いう 腕全体のダイ ナ

ミックな動きまで、遊びの過程で複数の動作を習得します。

● サーキット 運動： 保育園では、子ども の興味関心や発達に合わせたさ まざまな遊びを 組み合

わせてサーキット 運動を行っています。例えば、年少児は「 ぶら さ がる」「 わたる」と いった動きを

楽し んでいまし た。遊びながら 体を 動かす楽し さ を 知り 、同時に必要な筋力やバランス感覚を

育む工夫です。

　 体力向上推進部では、「 遊び」と「 学び」が一体と なった活動が、子ども たちの健やかな成長に不可欠

であると 考えます。今後も「 遊びの中で体を 動かす楽し さ 」を 大切にする教育を 推進し ていきます。園

で育まれた「 自ら 進んで体を 動かす力」を、小学校や中学校の授業にも つなげ、子ども たちが生涯にわ

たって運動を楽し むための土台を築いていきます。

■問い合わせ先　 学校教育課学校教育係　 ☎（ 4 8 ）1 1 1 1（ 内1 2 3 0・ 1 2 3 1 ）

体力向上推進部の取り 組み

体力向上推進部のテーマ

「 3 6 + 1 の基本動作を意識し た活動や取り 組み、授業で、健康的な体の育成を図る」
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